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古建築の美意識の研究

研究概要 アピールポイント

1　見せかけの部材から読み解く
　建築の美意識を読み取ることは主観になりやすく、客観的に読み取るこ

とは難しいです。客観的に読み取るための一つの手段として、見せかけの
部材を研究しています。
　例えば、柱は、建築の重みを支える構造材で、壁の表と裏に見えます。し

かし、時々、通常の半分ほどの薄い断面で、壁の片側にしか柱が見えない、

見せかけの柱（片蓋柱）が存在します（左図）。これは、その柱が見える側に

のみ柱を見せたいという意図が読み取れ、その柱が配置されているところ

に柱をおきたい、という強いデザイン意図が読み取れるのです。このよう

な見せかけの技法は柱以外にも様々存在します。そのような見せかけの技

法から当時の人がどのような形態を美しいと考えたのかが間接的に読み

取ることができるのです。

2　文献から美意識を読み解く

　当時の人が建築に込めた思いを記すことが時々あります。方丈記を書い

た鴨長明は鎌倉時代の方丈記で、自分の方丈の家のことを、「廣さはわづ

かに方丈（3m角）、高さは七尺（2.1m）が内なり。」と、小さいことを述べま

す。しかし、小さい理由は、「もし心にかなはぬことあらば、 やすく外へうつ

さむがためなり。」と、気に入らなかったら別のところにすぐに引っ越しが

できるためだと述べます。その中からは、「春は藤なみ、夏はカッコウの声

をきき、秋はヒグラシの声、冬は雪を楽しむと述べます。家が小さく簡素な

ことで周囲の美しい自然を音と目で楽しんでいたということであり、現代

のミニマリストにも共通する、日本人が古来からもってきた重要な価値観

です。

坂井の研究の詳細→https://researchmap.jp/sakaiteisuke

坂井研究室の詳細→https://www.sakai-lab.com/
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建築史学会,文化財建造物保存修理研究会,日本建築学会

 日本には古代から類まれな技術をもち、美しい建築を作ってきました。

世界最古の木造建築が中国でも韓国でもなく、日本にあるということが

その技術力の高さを物語っています。

 その美しい建築を建てるためには、どのような技術を使っているのか、

どのようにして建てたのか、どのような思いを建築に込めたのか、に興

味をもっています。

 それを明らかにするため、現存する建築の見せかけの部材（後述の１）と

文献資料（後述の２）の双方から研究を行っています。丹念に読み解く

と、当時の人の美意識や思いが透けて見えてきます。

図 見せかけの部材の模式図
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